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【様式第 4 号】 

令和８年度 保土ケ谷区障害者地域自立支援協議会 まちで暮らすネットワーク部会 

 ワーキンググループ 第１回 議事録 

日 時     令和８年４月９日（木）１６：３０～１８：００ 

開催場所 地域活動ホーム２F ボランティアルーム 

出 席 者 恵和青年寮、十愛病院、夢２１ホーム、基幹相談 2 名、保土ケ谷区役所 2 名 

欠 席 者 同愛会/てらん広場  

開催形態 公開（傍聴人：  名） ・ 非公開 

議 題 

１）前回議事録から 

 

◎今年度の実施内容 ※年間目標、方針を示すことは重要。 

①強度行動障害連絡会 医療連携について・・・医師会に打診中、返事待ち     

②施設見学等は継続していく。 

    ・・・次回はあさぞら（行動援護のアセスメントを活かした GH） 

       その次は、中井やまゆり園 

③人材育成についてアイデア出し。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）メンバーについて 

・HP にはコラムで宣伝。オープンに向けて進行中。 

➡研修企画等はオープンにしていく。区外からも参加可とする。 

・事務局メンバーには、これまでのメンバーに加え、 

旭区の「あさぞら」をお誘いする。 ➡恵和より依頼 

 

３）意見交換 

◎措置入院者の地域移行について 

・知的障害のある措置入院者の地域移行・定着のために、行動障害支援を得意とする 

事業所が退院支援に加われるとよい。（現在、市で行なっている「退院サポート事業」

では整備しきれない要素がある） 

例（※横浜市の強行支援力向上研修を、そのまま保土ヶ谷区版に

して行うものではない！） 

・実際の事例を継続的に検討していき、積み重ねる 

・夢２１ホームで集中支援の地域の受け皿としてやってみる 

・重訪の実践的人材育成（再構造、メンテナンス化の重要性） 

 

【決定事項】 

・夢２１ホーム入居中で重訪利用の方のケースを、机上だけではな

く、現場を見て確認・検討する。  

★継続型実践ベースの事例検討会 を企画、実施する！ 



 

2 

 

2
 

・強行の措置入院者、区役所が把握している実数よりも、現場の体感ではもっと多い 

のではないか。 

 

◎こどもの行動障害について 

・学校でのマンツーマン支援体制（実質的に他児と隔離されて過ごす状態では行動障

害の発生事由に踏み込めない）から、状態像の安定がないままに同じ支援体制の難

しい成人期へ移行するケースが見られる。 

状態像の悪化を招かないように予防的視点を持ち、早めの地域相談へつながるよう

に、学校への啓発や連携意識の構築も必要ではないか。 

・相談先の機関として横浜市学齢後期発達相談室くらす・みなともあるが、学校への

直接のコンサルテーションがない、当事者または家族を通じた依頼の形式がある・

待機期間など、支援者から見た利用しづらさもある。 

・強度行動障害状態の児童には、障害児相談を付けることがマストになる方針もある。 

現場での相談支援専門員の不足がある中、実際に誰が担うのか・・・？ 

 

４）まちくら部会 GH交流会（6月 11日）について 

・見学場所：夢２１ホーム 上星川周辺の GH３箇所 

・移動車両：キャラバン（恵和）、シエンタ・セレナ（夢２１） 

・見学の募集人数：１５人 

（事務局メンバー除く、事務局メンバーは見学する人数を絞る）、最大 20 名程度 

 ※世話人を中心に募集する 

※見学会・交流会のみ、単体での参加も可とする。 

・内容は、 

 ①見学会（夢 21 のホーム３か所 2-3 回に分けて移動） 

 ②日々の業務での悩みを共有する交流会 

 

次回ワーキング：６月１１日（木）１６：３０～１８：００：夢２１上星川２F会議室 

（いつものワーキングと会場が違うのでご注意ください） 

 


